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この研究の一行要約

言葉の極性と話題の流

行から、炎上の兆しを

探る

解析部を実装
投稿分析と話題取得の構成 感情極性の解析出力

01
どんなもの？

SNS投稿の感情傾向と話題の流行を使い、炎上の兆候を扱

うアプリ。

02
先行研究と比べてどこがすごい？

形態素解析とSVMによる炎上検知研究に対し、トレンド

の参照と辞書ベースの説明可能な極性判定を狙う。性能比

較は未実施。

03
技術や手法のキモはどこ？

fugashiで単語に分け、辞書の感情極性を集計。

feedparserでニュースRSSを取得する。

04
どうやって有効だと検証した？

辞書方式の解析とRSS取得を実装。炎上の予測・抑制性能

は未評価。

05
議論はある？

否定語やSNS固有語は単語の極性と文の意味がずれる。ト

レンドとの関連度も要設計。

06
次に読むべき論文は？

発表資料掲載の大西ら『ツイート炎上抑制のための包括的

システム』(2015)。
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